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日

本光と影をみめて
新聞記者の自介史の試み

σ〉

つ

事実の時代に
ち
ょ
う
ど
新
聞
記
者
十
年
目
に
あ
た
る
昨
八一
年、
一
月
か
ら
七
月

ま
で
米
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
郊
外
の
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
留
学、

帰
国
後
の
十一
月
に
は
約一
カ
月
間、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
取
材
旅
行

し
た。
超
大
国
ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ
ム
教
圏
の
宗
主
国
サ
ウ
ジ。
日
本

に
と
っ
て
は
二
大
主
要
貿
易
相
手
国
で
あ
り、
そ
の
市
民
生
活
に
ふ
れ、

考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た。

ア
メ
リ
カ
で
は
学
生
気
分
に
浸っ
た
た
め
か、
「
予
期
に
反
し
て」

ス
ン
ナ
リ
溶
け
込
み、
カ
ル
チ
ャ
ー・
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
全
く
と
い
っ
て

い
い
ほ
ど
感
じ
な
い。
む
し
ろ
帰
国
後、
職
場
復
帰
し
た
時
の
方
が
シ

ョ
ッ
ク
が
す
さ
ま
じ
く、
リ
ハ
ビ
リ
に
時
間
が
か
かっ
た。
ふ
だ
ん
自

分
が
ド
ッ
プ
リ
つ
か
っ
て
い
る
生
活
の
異
常
さ
を
否
応
な
く
痛
感
さ
せ

ら
れ
た
た
め
だ
ろ
う。

サ
ウ
ジ
で
は
記
者
と
し
て
飛
び
込
み、
「
予
想
以
上」
に
固
い
異
文

化
の
壁
に
直
面
し、
取
材
に
難
航
し
た
が、
十
年
来
切
ら
し
た
こ
と
の

『歴史と未来』

勝又美智雄
（
英
米
語
科
四
六
年
度
卒）

な
か
っ
た
ア
ル
コ
ー
ル
を
全
く
口
に
し
な
い
生
活
に
は、
何
の
抵
抗
感

も
な
く
（
ア
ル
中
患
者
で
な
い
証
明
／）
、
快
適
に
過
ご
せ
た。
同
時

に
こ
の
砂
漠
の
王
国
で
は、
文
化
が
自
然
環
境、
風
土
の
所
産
に
他
な

ら
な
い
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た。

ひ
る
が、え
っ
て
の
日
本、
こ
の
十
年、
社
会
部
記
者
と
し
て
日
本
社

会
の
変
化
を
見
つ
め、
た
ど
っ
て
き
た
つ
も
り
で
は
あ
る。
そ
こ
で
感

じ
る
の
は、
六
0
年
代
の
高
度
経
済
成
長
期
に
主
流
だ
っ
た
「
単
線
進

化
論」
が
影
を
ひ
そ
め、
人
々
に
確
た
る
自
信
が
な
く
な
っ
て
き
た
こ

と。
過
去
と
現
在
を
結
ぶ
延
長
線
上
に
未
来
が
あ
る、
と
安
心
し
て
見

通
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と。
「
追
い
つ
き、
追
い
越
す」
べ

き
目
標
を
喪
失
し、
方
向
が
定
ま
ら
な
い。
既
成
の
権
威、
価
値
体
系

が
ヒ
ビ
割
れ
た、
不
確
実
性
の
時
代。
個
人
も、
社
会
全
体
も、
危
い

足
取
り
で、
明
日
を
模
索
し、
か
落
ち
こ
ぼ
れ。
不
安
に
悩
ん
で
い
る。

社
会
の
あ
ち
こ
ち
で
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
症
候
群）
が
根

を
張
り
始
め、
「
心
身
症」
患
者
が
増
え
て
い
る。
日
本
全
体
が、
正

気
と
狂
気
の
聞
を
揺
れ
動
い
て
い
る
感
じ
な
の
だ。
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を
続
け
る
こ
と
だ
ろ
う。

貿
易
摩
擦
に
象
徴
さ
れ
る
国
際
競
争
力
を
身
に
つ
け
た
日
本
株
式
会

社
の
旺
盛
な
活
動
が
光
の
部
分
と
す
れ
ば、
そ
れ
を
担
う
個
々
人
の
欲

望
と
弱
き
と
が、
小
は
伝
票
の
水
増
し
請
求
か
ら
大
は
交
際
費
天
国、

汚
職、
総
会
屋
と
の
ゆ
着
に
至
る
ま
で
影
の
部
分
を
構
成
す
る。
光
が

影
を
生
み、
影
が
光
を
支
え
る。
影
を
「
腐
敗
の
構
造」
と
否
定
す
る

の
は
や
さ
し
い
が、
実
は
影
が
地
中
の
腐
ょ
う
土
と
し
て、
日
本
株
式

会
社
の
幹、
枝
葉
の
滋
養
分
に
な
っ
て
い
る。
い
く
ら
非
難、
否
定
し

よ
う
と、
「
腐
敗
の
構
造」
は
存
在
し
続
け
る
だ
ろ
う。

企
業
社
会
も
や
は
り
政
治
の
世
界
と
同
じ
く、
灰
色
の
世
界。
ま
ば

ゆ
い
ば
か
り
の
光
と
ど
す
黒
い
影
が
混
在
す
る。
そ
の
二
重
構
造
に
た・・・IBIll－－－t’til－－1E・E・－BIli－－tEE

じ
ろ
が
ず、
し
っ
か
り
見
据
え
る
こ
と
が、
中
嶋
嶺
雄
流
「
リ
ア
ル
な

詞
調叶
ベ
割
材
弓
引
リt
「
リ
ア
ル
な
認
識」
に
は
人
に
対
し
て
も、

組
織・
制
度
に
対
し
て
も、
光
と
影
を
と
も
に
視
野
に
入
れ
る
「
複
眼」

が
必
要
不
可
欠
だ
と
思っ
て
い
る。

サラリーマン｜｜雄々しい戦士たち

七
九
年
春
か
ら
遊
軍。
本
社
に
い
て
そ
の
日
そ
の
日
の
紙
面
づ
く
り

の
た
め
突
発
事
件
の
現
場
に
飛
ん
だ
り
企
画
も
の
を
担
当
し
た
り。
読

者
か
ら
の
聞
い・
合
わ
せ
に
答
え
た
り
死
亡
記
事
を
ま
と
め
た
り。
よ
ろ

ず
屋
の
ゲ
リ
ラ
集
団
で
あ
り、
全
く
脈
絡
の
な
い
こ
と
を
同
時
に
い
く

つ
も
処
理
し、
夕
刊
段
階
三
回、
朝
刊
段
階
六
回
の
締
め
切
り
時
間
に

常
に一
追
わ
れ
る
馬
車
馬
的
「
憂
軍」
で
も
あ
る。

そ
の
中
で
私
は
割
合、
企
画
も
の
が
多
か
っ
た。

都
知
事
選
に
始
ま
っ
て
五
月
連
休
用
レ
ジ
ャ
ー
も
の、
そ
し
て
日
経

と
し
て
も
前
例
の
な
い
長
期
連
載
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン」
を
ス
タ
ー
ト
か

ら一
年
半。
企
業
人
の
人
間
的
側
面
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
も
の
で、

東
京、
大
阪
両
社
会
部
計
四
人
で
担
当
し、
他
の
メ
ン
バ
ー
が
次
々
に

交
代
す
る
な
か
で、
か
最
多
出
場。
を
記
録
し
た。

取
り
上
げ
た
主
な
も
の
は、
日
本
N
C
R
を
「
飛
び
出
し
た
部
課
長」

た
ち。
一
流
大
卒
で一
流
企
業
を
辞
め
た
「
若
者」
た
ち。
筑
摩
書
房

の
倒
産
で
本
の
「
行
商」
を
始
め
た
人
た
ち、
札
幌
信
用
金
庫
の
「
立

候
補
支
店
長」
た
ち、
「
女
が
自
立
す
る
時」
、
上
場
廃
止
に
追
い
こ
ま

れ
た
明
治
製
糖
の
「
代
表
取
締
役」
た
ち

豊
年
製
油
の
「
進
路
自
己

申
告
制
度L
、
天
野
製
薬
の
「
青
年
重
役
会」
、
味
の
素
の
「
五
十
歳

工
場」
、
社
員
研
修
機
関
に
参
加
し
た
人
た
ち
の
「
自
己
改
造」
。

石
油
シ
ョ
ッ
ク
後
の
低
成
長
下、
倒
産、
減
量
経
営、
機
構
改
革
な

ど
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
変
化
が
始
ま
っ
た
企
業
社
会。
高
齢
化
の
進
行

で
年
功
序
列、
終
身一
雇
用
制
度
が
崩
れ
始
め、
実
力
主
義
時
代
が
到
来
し

た。
企
業
が
生
き
残
る
た
め
に
何
を
模
索
し
て
い
る
か、
そ
こ
に
働
く

人
た
ち
は
何
を
考
え、
ど
う
行
動
し
て
い
る
か。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
生

き
が
い、
喜
び、
悲
し
み
を
彼
ら
自
身
の
目
を
通
し
て
つ
づ
っ
た。

ニ
ュ
l
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
新
し
い
試
み。
日

経
と
し
て
も
前
例
の
な
い
実
験
だ
っ
た
が

幸
い、
連
載
は
大
変
な
反
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